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松山市ICT活用工事に関する協議書
	ICTを活用する工種
※右欄に実施内容を記載
	

	□
	３次元起工測量
	
	□
	１　空中写真撮影（無人航空機）を用いた測量

	
	
	
	□
	２　地上型レーザースキャナーを用いた測量

	
	
	
	□
	３　トータルステーション等光波方式を用いた測量

	
	
	
	□
	４　トータルステーション（ノンプリズム方式）を用いた測量

	
	
	
	□
	５　RTK-GNSSを用いた測量

	
	
	
	□
	６　無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた測量

	
	
	
	□
	７　地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた測量

	
	
	
	□
	８　音響測深機器を用いた起工測量

	
	
	
	□
	９　その他の３次元計測技術を用いた測量
具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	□
	３次元設計データ作成
	
	
	

	□
	ICT建設機械による施工
	□
	堀削工
	□
	１　３次元マシンコントロール（ブルドーザ）技術

	
	
	□
	作業土工(床掘工)
	□
	２　３次元マシンコントロール（バックホウ）技術

	
	
	□
	盛土工
	□
	３　３次元マシンガイダンス（ブルドーザ）技術

	
	
	□
	路体盛土工
	□
	４　３次元マシンガイダンス（バックホウ）技術

	
	
	□
	路床盛土工
	□
	５　３次元マシンコントロール（モータグレーダ）技術

	
	
	□
	法面整形工
	□
	６　３次元マシンコントロール（路面切削器）技術

	
	
	□
	路盤工
	□
	７　３次元マシンガイダンス（路面切削器）技術

	
	
	□
	切削工
	□
	８　３次元位置を用いた施工管理システム

	
	
	□
	地盤改良工
	□
	９　その他の施工技術
具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	□
	３次元出来形管理技術等
の施工管理
	□
	出来形
	□
	１　空中写真撮影（無人航空機）を用いた管理

	
	
	
	
	□
	２　地上型レーザースキャナーを用いた管理

	
	
	
	
	□
	３　トータルステーション等光波方式を用いた管理

	
	
	
	
	□
	４　トータルステーション（ノンプリズム方式）を用いた管理

	
	
	
	
	□
	５　RTK-GNSSを用いた管理

	
	
	
	
	□
	６　無人航空機搭載型レーザースキャナーを用いた管理

	
	
	
	
	□
	７　地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた管理

	
	
	
	
	□
	８　施工履歴データを用いた管理

	
	
	
	
	□
	９　モバイル端末を用いた管理

	
	
	
	
	□
	１０　地上写真測量を用いた管理

	
	
	
	
	□
	１１　音響測深機器を用いた管理

	
	
	
	
	□
	１２　その他の３次元計測技術を用いた管理
具体的内容（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	
	
	□
	品質
	
	TS/GNSSによる締固め回数管理技術

	□
	３次元データの納品
	
	
	
	

	
	
	
	


【留意事項】
(１) ICT活用を希望する施工プロセス及び作業内容ならびに採用する技術にチェックを記載する。
〔採用する技術は、複数以上を組み合わせてもよい〕
(２) 出来形管理技術については、３次元起工測量で採用した技術と相違してもよい
(３) ICT土工における品質管理のTS・GNSSによる締固回数管理技術については、次の①または②に該当する場合は対象外とする。
①盛土の締固作業が工事内容に含まれていない場合
②現場条件等からTS・GNSSによる締固め回数管理技術の実施が適さないと判断される場合（従来手法による管理）
(４) ３次元モデルの部分的活用を行う場合は、実施内容について記載する。
(５) ICT土工およびICT舗装工ならびにICT部分活用工事（ICT建設機械による施工）は、土工（現場条件によりICTによる施工が適当でない箇所を除く）または舗装施工範囲全てで活用することを前提とし、その範囲については監督員との協議により決定する。

本様式は工事打合簿（受注者発議による協議）に添付して活用する。
